
第５回 宇都宮コミュニティ FM「ミヤラジ」放送番組審議会議事録 

 

１．開催日時 平成 31 年 1月 22 日（火）14 時～15時 

２．開催場所 中央生涯学習センター404【4 階】 

３．出席者  委員総数：7名 うち出席委員：4名 

（１）出席委員     長島 俊夫、長谷川 正、畠山 悟、岩井 俊宗 

（２）放送事業者側   稲葉 克明、中村 長司、益子 早苗 

４．議題 

（１） 番組の説明・試聴、意見交換 

（２） その他 

（３） 次回の開催日程 

 

５．議事内容 

（１）番組の説明・試聴、意見交換 

 

 ①審議番組「あぜみち散歩」（出演：農産直売所あぜみち社員、生産者、等） 

提 供   農産直売所あぜみち（株式会社グリーンデイズ） 

放送日   毎週土曜日 12:00～12:54 

  番組内容  栃木県内の生産農家や自店を紹介。同社仕入れ担当の及川さんが出演。 

  審議対象回 平成 31年 1月 5 日（土）放送分 

 

（審議員）野菜の情報ということで、時節的に七草がゆの話題にふれているのはよい。 

元旦休業としたラーメン店の話題を出し、働き方改革に触れるなど「時事ネ

タ」を入れているのもよい。 

（審議員）店の宣伝に偏らず、いろいろな情報を伝えているのは良い。 

（審議員）店頭では、農産物だけでなく、イチゴ、ブルーベリー、花、などを見ること 

も多い。テーマを変えて話をしてもよい。 

（事業者）あぜみちだけでなく生産者もゲストで来る回もあり、農産物を見ながら話す

こともある。ミヤラジならではの生放送で、旬の話題を入れているのが好評。 

 

 ②審議番組「NPO 法人とちぎボランティアネットワーク みんながけっぷちラジオ」 

（出演：とちぎボランティアネットワークメンバー、共和大／宇都宮大学生） 

提 供   都度、協賛者の支援による（審議対象回の協賛者数は 18 名） 

放送日   毎週火曜日 19:00～19:54 

番組内容  とちぎボランティアネットワークの活動や、災害、貧困、地域の課題な

どについて紹介する番組。 

審議対象回は、弁護士中澤氏が関わった実際にあった外国人の相談内容。 

審議対象回 平成 31 年 1月 22 日（火）放送分 

 



（事業者）この番組は、とちぎボランティアネットワークの活動に協力している方から

の協賛で賄われている。番組冒頭に大学生 MC が協賛者の名前を読み上げる。

毎回のテーマにより異なるゲストを迎え、それぞれの分野の話をしている。 

（審議員）この回はテーマが難しかったように思う。初めて聞く人には日常には聞かな

い言葉が多く難しい内容。独自の世界になりやすいので、聞いている側の聞

きやすさも考えるとよい。 

大学生 MCのトークの練習も、Vネット側でやれるとよいのでは。 

（審議員）番組タイトル・内容が大学生 MC とギャップがある。学生のフォローも必要。 

（審議員）「子供の貧困」をよく耳にする。貧富の差などの社会的問題や、誰かが手を差

し伸べる必要のある問題について放送で紹介し主張するのは良い。ぜひ続け

てほしい。 

（審議員）非常に難しいテーマで、簡単に理解するのは難しい。楽しく聞き流しながら

も、自分のこととして考えてもらえる番組にしてほしい。 

（事業者）冒頭で番組主旨や団体の活動について説明をいれたり、その日のテーマに合

わせてリスナーの意見を取り上げたりしていきたい。身近に感じてもらえる。 

 

（２）その他 

審議員より以下の質問があり、事業者より回答をした。 

（質問）経営状況について、社内での会議はやっているか。 

（回答）経営状況は、随時行う取締役会と年１度の株主総会で報告し協議している。 

      スタッフへの情報共有はグループウェアで行うほか、臨時でミーティングを

行っている。ミヤラジでのスタッフ全員が営業もパーソナリティもやってい

る。 

（質問）聴取率の調査はしているか。 

（回答）していない。低コスト運営のコミュニティ FM としては費用の負担が大きい。 

 

（３）次回の開催日程  

次回開催は、平成 31 年 3月 19 日（火）14 時とする。会場は追って通知する。 

 

６．審議会の公表方法 

  ・放送で公表する 

  ・書面を当社事務所内に備える 

  ・ホームページに掲載する 

以  上 


